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ヌル デ Rhus javanica LINNAEUS DRE (x v7 3 3: 7 v) は ヌル デシ ロア ブラ ムン Schlechtendalia 
chinensis (BELL) (C X 0, その 葉柄 部 に 形成 され る . IOREK 2 Eo, フタ ショ テン ホソ マダ 
ラメ イガ Assara korbi (CARADJA) と モト ゲ ヒ メ ハ マキ Eucoenogenes japonica KAWABE が 寄生 し て い 
る こと が 判明 し た . 今回 は , 野外 か ら 採 集 し た 虫 痩 の 調査 お よび 野外 ・ 室 内 飼育 に より 得 ら れ た 知見 か ら , 
これ ら 2 種 の 生活 史 の 概略 を 記述 する . 

稿 を 進め る 前 に , ヌル デ の 虫 彰 に 入る 鱗 次 類 に つい て ご 教示 いた だ き , また 上 足 重 な 採集 記録 を 提供 し て 
いた だ いた 京都 府立 大 学 高田 難 助 教授 , それ に モト ゲ ヒ メス ハマ キ の 同定 と 食 草 お よび 虫 間 に 入る ヒメ へ ハ 
マキ 類 に つい て お 教え 願っ た 大 阪 芸術 大 学 駒井 古 実 博士 に 厚く お礼 申し 上 げ る . 

















1. アブ ラム シ 類 虫 痩 内 の 鱗 超 類 


アプ ラム シ の 申 着 内 に 棲息 する 鏡 凌 上 類 と し て , 高橋 (1935) は 台湾 か ら エ ゴ ノ キ や ヌル デ の 虫 着 (ヤノ 
ハナ フシ ) に 入る Hyphantidium (= Ephestia) sp. (メイ ガ 科 ) の 幼虫 お よび ウラ ジロ エゴ ノ キ 忠 痩 内 の 
Pyroderces  ptylodella MEYRICK ( カ ザ リ ベガ 科 ) を 挙げ て いる . また , ヨー ロッ パ で は ハマ キ ガ 科 の 
Pammene ochsenheimeriana ZELLER と Cydia (= Laspeyresia) illutana HERRICH-SHAFFER è NRE Z 
摂 信 し て いる こと が 知ら れ て いる (DANILEVSKY & KUZUNEZOV, 1968; PATOČKA, 1960) . アプ ブラ ムシ 
の 虫 着 で は な い が , 同じ Pammene Eo 6 種 お よび Cydia BO 1 種 が タマ バチ の 躍 首 に 入る こと も 知ら れ 
て いる ( 同 ) . 最近 , ITO & HATTORI (1982) は イス ノ キ の 虫 痩 に 寄生 する マエ モン ュ ブ ガ Nola innocua 
BUTLER (コブ ガ 科 ) を 日 本 か ら 記録 し た . 他方 , BODENHEIMER & SWIRSKI (1957) iX, 虫 痩 内 の アブ 
ラム ン (Baizongia 属 や Geoica 属 ) を 捕食 する Alophia combustella HERRICH-SHAFFER (メイ ガ 科 ) に 
つい て 報告 し て いる . し か し , ヌル デミ ミ フ シ に 入る 鱗 次 類 に つい て は 今 ま で 報告 が な か っ た . 











2. ヌメ ル デ シ ロア プラ ムシ の 生活 環 と その 中 療 


柴田 (1955) に よる と , 本 種 は 移住 型 の アブ ラム シ で , 幹 母 は 無 閉 で ヌル デ の 葉柄 に 虫 痩 を 作り は じ め る . 
第 2 世代 も 無 次 胎生 肉 で 虫 吾 が め だ っ て 大 きく な る の は この 世代 で ある . 10 月 下旬 ころ , この 躍 症 内 で 有 
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次 胎 生肉 が 出現 し , ちょ うど その ころ 開く 貝 痩 か ら 冬 寄主 で ある チョ ウチ ン ゴ ケ 類 に 移動 する あ . この コケ 
で 幼虫 を 胎生 し , 翌 春 こ れ が 有期 産 性 虫 に な り , ふた た び ヌ ル デ に 移っ て 雄 と 両生 雌 を 産み 出す . 雌 は 交尾 
後 , 幹 母 と な る 卵 を 産 下 する . た だ し , 高木 (1937) に よる と 卵 の ステ ー ジ は な いと し て いる の で , 春季 の 
生活 環 は 今 の と ころ は っ きり し て いな い . 以上 の よう な アブ ラム シ の 生活 環 に お いて , いわ ゆる ヌル デミ 
ミ フ シン と 呼ば れる よう な 大 き な 貝 着 が み ら れ る の は , 京都 附近 で 8 月 下旬 か ら 10 月 下旬 まで の 間 で , 11 月 
に 入る と 多く の 虫害 は 葉 と と も に 木 か ら 落下 する . 


3. フタ シロ テン ホソ マダ ラメ イガ の 生活 史 


本 種 の 寄主 植物 に つい て は 今 ま で 報告 が な い . 1984 年 9 月 30 日 京都 大 文字 山 で 採集 され た ヌル デ の 貝 
EAN 導 採 集 ) か ら 本 種 の 成虫 が 羽化 し た (34 01 9, em.15 -19. XII. 1984, 室内 飼育 ). また , 筆者 
は 1985 年 10 月 か ら 11 月 に か け て 京都 各地 で 採集 し た 虫 痩 か ら , 160 18 9 X GT. 一 方 , 京都 清滝 で 夜 
間 採 集 に 飛来 し た 雌 成虫 に , ヌル デ の 葉 と 貝 腸 を 入れ た 飼育 容器 内 で 産 卵 させ た と ころ , 総 産卵 数 27 Spo 
5t, 18 卵 は 虫 痩 表面 , 4 卵 は 葉柄 部 , 残り 5 卵 は 葉 部 に 産 下さ れ , 虫 痩 に 多く 産卵 され る 傾向 が か み ら れ 
た . その 後 , 同年 11 月 初旬 か ら 中 旬 に か け て 京都 附近 の 3 ヵ所 か ら 採 集 し た 虫 痩 を 調べ た と ころ , 野外 で 
は 1 卵 ず つ , し か ゃ 開い た 虫 着 の 裂け 目 か ら 内 側 に 産卵 され て いる と と が わか っ た . 産卵 数 ・ 率 お よび 幼虫 
数 ・ 寄 生 率 に つい て は , ヒメ ハマ キ の ゃ も の と 合わ せ て 表 1 に 示す と お り で ある . この 時 の 調査 虫 痩 の 中 に 
は , まだ あぁ 化し て いな い 卵 も ゃ 含ま れ て いた こと と , 野外 で は 成虫 が 10 月 下旬 に 採集 され た こと (後述) な 
ど を 考え 合わ せる と , 本 種 は 9 月 か ら 11 月 初旬 の 間 に 羽 化 産卵 し , 幼虫 が 虫 痩 を 摂 信 し て いる と と が わか 
5. し か し , この 間 の 世代 数 に つい て は 確定 で き な か っ た . 11 月 に 採集 し た 卵 は , 野外 条件 下 で 飼育 する 
と , ふ化 後 虫 症 組 織 を 摂 食し , 若 齢 か ら 終 齢 幼虫 で 越冬 し た . な お , 10 月 に 採集 し た 幼虫 を 野外 条件 下 に 
お いた も の の 中 に は 一 部 由 で 越冬 を 行っ た も の が あっ た . また , 1986 年 3 月 に 野外 の 落下 虫 痩 を 調べ た と 
ころ , 若 齢 か ら 老 熟 幼虫 を 見 い だ し た . 本 種 は 幼虫 期 の 色々 な 段階 (ある い は 一 部 黄 期 ) で 越冬 し て いる の 
で あろ う . 


Table 1. Eggs and larvae of Assara korbi and Eucoenogenes japonica found in galls produced by 
Schlechtendalia chinensis On Rhus javanica. 














Locality Uji Kameoka Kyoto Total 
Date of collecting 3. xi. 1985  Á15.xi.1985 20. xi. 1985 
No. of galls examined 15 3 11 29 
No. of galls with eggs (%) A. korbi 7 (46.7) 2 (66.7) 7 (63.6) 16 (55.2) 
E. japonica 0 0 0 0 
No. of galls with larvae (476) A. korbi 0 0 6 (54.5) 6 (20.7) 
E. japonica 1( 6.7) 0 2 (18.2) 3 (10.3) 
Total no. of eggs collected A. korbi 14 6 13 33 
No. of eggs unhatched (96) A. korbi 6 (42.9) 4 (66.7) 6 (46.2) 16 (48.5) 
Total no. of larvae collected A. korbi 0 0 8 8 
E. japonica 1 0 3 4 





本 種 成虫 の 野外 で の 発生 を 知る 目的 で , 1985 年 5 月 か ら 同年 10 月 まで , 京都 の メル デ の 生育 する 場所 で 
計 7 回 夜間 採集 を 行っ た も の の , 成虫 が 採集 され た の は 秋季 の み だ っ た . 20292, 清滝 , 6.X.: 1 や , 
同 所 , 24. X.). し か し , 1985 年 1 月 6 日 , ヌル デ の 枝 に 残っ て いた 虫 痩 内 の 若 齢 幼虫 (高田 ERE) y, 
野外 条件 下 で 飼育 し た と ころ , 同年 5 月 19-20 日 に 1 や が 羽化 し た . また , 1985 年 11 月 に 採集 し た 卵 と 
幼虫 を 15L 9D, 2041 て の 室内 条件 下 で 飼育 し た 結果 , 翌年 1 月 か ら 2 月 に か け て その 大 部 分 が 羽化 し 
た . これ ら の 結果 か ら , 本 種 は 野外 で は 晩 春 か ら 初夏 に か け て 越冬 世代 が 羽化 し て いる こと が 示唆 され た . 
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し か し , この 季節 に は ヌル デ に 大 き な 虫 痩 の 形成 は な く , し か も , この ころ 調査 し た ヌル デ の 葉柄 や 葉 部 
に も 卵 や 幼虫 を 発見 する こと が で き な か っ た . 今 の と ころ 晩 春 か ら 初秋 に か け て の 生活 史 は 全く 不明 で 
ある . た だ , 日 本 産 の Assara 属 の ほか の 種 は , いずれ も Pinus 属 や Picea 属 の 球 果 に 入る こと が わか っ て 
いる た だ ため (BEIRNE, 1952; YOSHIYASU, 1983 な ど ), 寄主 転換 の 可能 性 も 残さ れ て いる . 

本 幼虫 が 虫 痩 内 の アブ ラム シン を 食 する か どう か に つい て は 現在 の と ころ 不明 で ある . し か し , 未 発達 
の 躍 導 内 に は 多く の 場合 鱗 次 目 幼虫 が 摂 信 し た あと が あり , これ ら の 幼虫 が 中 の アブ ラム シ に 対し て 何ら 





か の 影響 あと 与え て いる こと は 間違い が な い . 





























































































































Fig. 1. A. Assara korbi (CARADJA), & (Kyoto, 9. x. 1985 from a gall of Schlechtendalia chinensis 
(BELL), 13. XI. em.) ; B. Eucoenogenes japonica KAWABE, & (same data as A, 30. X - 2. xi. 
em.) ; C. A gall of Schlechtendalia chinensis (BELL) on Rhus javanica L., with alate females ; 
D. An egg of Assara korbi inside aphid gall: E. A larva and pupal cocoon of Assara korbi. 


4 . モト ゲ ヒ メ ハ マキ の 生活 史 


本 種 は 駒井 (1986, 私 信 ) に よる と , ヌル デ の 葉柄 に 究 孔 摂 食す る こと が わか っ て いる . 今回 , その 虫 着 
内 に 入り 組織 を 摂 食し て いる こと も わか っ た . 前 種 と 同様 , 1984 年 9 月 30 日 採集 の ヌル デ の 虫 痩 (高田 
ERR) DO, 1 9 (em. 4. XIIL 1984, 室内 飼育 ) と 1@ Cem. 4. I. 1985, 同 ) が 得 ら れ た . また , 1985 年 
5 月 採集 の ヌル デ 葉 柄 か ら 幼 虫 が 得 ら れ 同 年 6 月 に 多数 の 成虫 が 羽化 し た . 10 月 に 採集 し , 実験 室内 に お 
いた 虫 首 か ら 3 ざ 7 和 平 が 羽化 し た (em. 30. X-27. XI. 1985). し か し , 同じ と ろ 採 集 し た 虫 間 を 野外 条 
件 下 に お いて 観察 し た と ころ , 幼虫 は 虫 症 外 に 出 て 土 表面 と 中 に 入れ た 口 紙 と の 間 に う すい まゆ を つぎ, 
越冬 状態 に 入っ た . また , 11 月 に 採集 し た 虫 痩 か ら 本 種 の 卵 は 見 つか ら な か っ た ( 表 1). これ ら の こと か 
D, 本 種 は 春 か ら 夏 季 に か け て ヌル デ の 葉柄 内 を 摂 食 し , 秋季 に 虫 痩 が 発達 する と 幼虫 は 葉柄 伝い に ある 
い は 直接 虫 親 に 塞 介し 内 部 を 摂 食す る . 最後 の 世代 は , お そら く , 虫 首 落 下 後に 虫 痩 か ら 出 て 老 熟 幼虫 で 越 
AL, Sic dMETSOocCh»5»5. 











NII-Electronic Library Service 





The Lepidopterological Society of Japan 


100 mu ode 
$ 考 文 B 


BEIRNE. B. P., 1952. British pyralid and plume moths. 208 pp. Frederick Warne & Co., Ltd., London 
and New York. 

BODENHEIMER, F. S. & E. SWIRSKI, 1957. The Aphidoidea of the Middle east. 378 pp. The 
Weizmann Science Press of Israel, Jerusalem. 

DANILEVSKY, A. S. & V. I. KUZNEZOV, 1968. Tortricidae, tribe Laspeyresiini. Fauna of the USSR, 
Lepidoptera 5 (1) 635 pp. Leningrad: Izolateljstuo Nauka Leningradskoe Otdeleuie. 

ITÓ, Y. & I. HATTORI, 1982. A kleptoparasitic moth, Nola innocua, attacking aphid galls. Ecol. Ent., 
7: 475- 478. 

PATOČKA, J. 1960. Die Tannenschmetterlinge der Slowakei, mit Berücksichtigung der Fauna 
Mittereuropas. 214 pp. Bratislava : Verlag der Slowakischen Akademie der Wissenschaften. 

柴田 文平 , 1955. 時 虫 の 生態 的 研究 CD. 生活 環 に つい て . 宇都 宮 大 学 農学 部 学術 報告 , 3:1-8. 

高木 五 六 , 1937. 堅 膚 木 五 倍 子 の 人 工 増殖 の 研究 . 主として ヌル デノミ ミ フ ン シ Schlectendalia chinensis 

BELL CHT. 朝鮮 総 叔 府 林業 試験 場 報告 ,) (26) : 1— 253. 29 pls. 

高橋 良一 , 1935. GiBEESMBRICSEC. 科学 の 台湾 , 3:0 : 1-6. 

YOSHIYASU, Y., 1983. New host records of Pyralidae in Japan (Lepidoptera). Akitu, N. Ser. (57): 
10. 











Summary 


A pyralid, Assara korbi (CARADJA), was found to attack selectively the galls of Schlechtendalia 
chinensis (BELL) on Rhus javanica L. in autumn. The larvae (sometimes pupae ) seemed to 
overwinter inside the galls and to emerge in the next spring. However, the life cycle from spring to 
early autumn still remains unclear. Eucoenogenes japonica KAWABE (Tortricidae) was confirmed to 
be a borer in the shoot of Rhus javanica in spring and summer, and an aphid-gall feeder in autumn. 
'The overwintering stage was suggested to be mature larvae outside the gall. The host for these two 


Species was first recorded from Japan. 
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